
●学部学生 約８,３00人 ●大学院生 約７８0人
●教員 約1,３６０人 ホームページ https://www.ucmerced.edu/
交流協定締結年月日：2019年6月14日 主管学部：医学部

カリフォルニア大学マーセド校
University of California, Merced

年度
受入・派遣

R４ R５ R６

学生の受入 0 3 2

学生の派遣 0 1 0

研究者・職員の受入 0 1 1

研究者・職員の派遣 0 0 0

オンライン交流参加者（本学） 0 8 0

オンライン交流参加者（相手機関） 0 5 0

カリフォルニア大学マーセド校は、2005年9月5日にカリフォルニア州立大学の最新キャンパスとして、ま
た21世紀初のアメリカの研究に特化した大学として開校した。ヨセミテ国立公園の近くに位置するこのキャン
パスは、州全体の学生のためにアクセスを大幅に拡張し、サン・ホアキン・バレーの学生の大学進学率を高め
る特別な任務を果たしている。また、高度な研究、持続可能な設計と建設のモデル、そして地域全体の経済成
長と多様化への刺激の主要な基盤としても機能している。現在は工学、自然科学、および社会・人文・芸術科
学の3つの学部で、2７の学部専攻と２５の副専攻コースを提供している、また大学院においては、生物工学や、
化学・化学生物学を含む多くの大学院教育プログラムが提供されている。広大な土地にキャンパスが拡大を続
けており、今後の大きな発展が期待されている。

国際交流の特色

交流実績（令和４年度～令和６年度）

教員からの声

2019年7月29日に、米国カリフォルニア大学・マーセド校
(University of California Merced)の自然科学部・Rudy Ortiz
教授と学生3名より、上田医学部長（当時・現学長）へご挨
拶がありました

news.ucmerced.edu

アメリカ合衆国

学生からの声

Rudy M Ortiz's Labに6週間留学していました。主に

大学院生の研究プロジェクトの実験を手伝う形で携わっ

ていました。研究室では、仮説を立てて実験スケジュー

ルを組んだり、ジャーナルクラブで論文紹介をしたり、

と自分にとって初めての事が多く本当に新鮮で貴重な経

験をさせていただきました。研究室の仲間は皆とても個

性的で優しく、現地での彼らとの生活はかけがえのない

思い出です。留学を通して、コミュニケーション能力や

研究技術力を向上できただけではなく、自分なりに成長

したと感じられる様々な経験ができたと思います。

令和５年度医学科３年 長﨑みなみ

カリフォルニア大学マーセド校は特に生命科学の分野で

高い水準の研究活動を展開しています。平成１８年度以降、

香川大学医学部薬理学講座との間で共同研究が推進されて

おり、毎年研究者や大学院生を受け入れて、多数の共著論

文を発表するなど、大きな成果を挙げています。こうした

顕著な実績を基に、 2019年6月14日に部局間協定が結ば

れました。この交流協定の締結を受けて早速、2020年1

月から3月まで、医学部学生1名が派遣され、研究活動に参

加しました。令和２年に勃発したコロナ禍の影響によって

人的な相互交流は停止した状態にありますが、共同研究は

継続しておりました。最近ようやく人的交流の再開が始

まったところです。

医学部国際交流委員会委員・教授

和田健司
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